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「牛乳に相談だ。」、

21年度下期も「100％国産」訴求

TOPICS
-1-

●「100％国産」の意識が高い主婦は
● 牛乳の購入量が増加
「牛乳に相談だ。」キャンペーンは今年で５年目を迎

えた。これまでは、将来の牛乳購買層である中高生を

メーンターゲットに多様なコミュニケーションの手法

を駆使して牛乳の栄養価値などを伝え、高い認知度を

得てきた。

今年前半からは、３月からの飲用乳価の引き上げに

伴う牛乳の小売価格の値上げが実施されたことから、

値上げによる牛乳の消費量の減少を最小限に食い止め

るため、国産食品に安全・安心を求める主婦層を対象

に「牛乳は100％国産」であることをテレビコマーシ

ャルなどで強く訴え、食品企業との共同販促キャンペ

ーンなどを展開してきた。

この結果、本会が８月に実施した「牛乳購買に関す

る主婦の意識・行動調査」では、「牛乳は100％国産」

であるという意識が昨年に比べて高まった主婦は、牛

乳の購入量が増加する傾向にあったことが分かった

（図-1・図-2）。

また、酪農家に対する好感度が高い主婦ほど「牛乳

は100％国産」であることに安全・安心の価値を見出

しているため、今後はさらに、酪農現場の良いイメー

ジを高めることが重要であることが分かった（図-3）。

本会は8月24日に開いた牛乳消費拡大促進委員会で、「牛乳に相談だ。」キャンペーンの21年度下期の計画を協議

し、上期に引き続き、「牛乳は100％国産」をテレビや新聞、雑誌広告、インターネットなどでアピールし、主婦

層の牛乳購買につなげることを決めた。
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昨年に比べて、現在のあなたが牛乳を購入する頻度や量はどう変化していますか。 
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09年前半TVCM「間違え無きように。」編への接触が、主婦にもたらした影響。 
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そのことに関する、現在のあなたの意識は、 
昨年に比べてどう変化してますか。 

現在、日本で売られている牛乳は、すべてが日本国内で作られています（100％国産です）。 
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あなたは、牧場などで牛乳をつくっている 
「酪農家」に対して、どれくらい好感を感じますか。 

「牛乳＝国産100％」に対して、 
「安全・安心」のよいイメージを持つ人の割合 
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●乳脂肪の良さを訴え
● 成分無調整牛乳への回帰促す
下期のキャンペーン展開を取り巻く状況としては、

牛乳の小売価格の値上げなどから、成分無調整牛乳に

比べて価格が安く、乳脂肪分が低い成分調整牛乳が急

増していることが挙げられる。

また、成分調整牛乳の購入割合が増加した主婦の

63％が成分調整牛乳に良い認識やイメージを抱き、乳脂

肪分に対する嫌悪感から、成分無調整牛乳に比べて乳

脂肪分が低い点を評価していることが分かった（図-4）。

また、成分調整牛乳の購入割合が増加した主婦が、

家庭用の食品や飲み物を購入する場合に最も重視

する基準として、「値段の安さ」を挙げていること

も分かった（図-5）。

成分調整牛乳の購入量の増加が、成分無調整牛乳の

消費減少を補っている面もあるが、景気悪化による収

入の減少で主婦の食品に対する価格意識が強まってい

る中、成分無調整牛乳から価格の安い成分調整牛乳に

消費が移っていることも否定できない。

しかし、生乳から乳脂肪分を抜いた成分調整牛乳が

今後も急増した場合、国内の生乳需給全体に大きな影

響を及ぼす心配がある。そこで、「牛乳に相談だ。」の

下期キャンペーンでは、実際の収入に比べて牛乳に対

する価格意識が強すぎる主婦層を中心に、成分無調整

牛乳の消費を促進するため、成分無調整牛乳の「おい

しさ」、「ナチュラル感」の意識を高めると同時に、乳

脂肪分のメリットを訴えていくことを決めた。

具体的には、主婦がよく見るテレビの情報番組で、

成分無調整牛乳への理解促進や乳脂肪分の栄養的価値

などを訴求し、買い物前に牛乳を思い起こさせること

や、新聞広告では安全・安心、牛乳の価値の意識を補

強し、インターネットのウェブ上では牛乳に関する情

報発信などを計画している。

このほか、上期に引き続き、大手食品メーカーと連

携した企業コラボレーションも計画しており、テレビ

コマーシャルをはじめ、新聞広告やインターネットな

どとも効果的に連動したキャンペーンを11月から実施

する予定。

５年目を迎える「牛乳に相談だ。」の総仕上げキャ

ンペーンとして、牛乳の実需につながる効果的な活動

を展開することにしている。

「成分調整牛乳」に対して、あなたは何らかの「良い認識やイメージ」をお持ちですか。 
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